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1 研究の目的  

(1)研究の動機  

 子どもたちの体力低下が危惧され始めた１

９８５年以降，運動の楽しさを子どもたちに

味わわせながら体力の向上を図ろうという取

り組みが絶えず行われてきている。教材や教

具の工夫がまさにそうである。その取り組み

が功を奏したのか，体力低下に歯止めがかか

ったという結果が，本年度報告された。喜ば

しい限りであるが，それはあくまでも現代の

子どもたちの体力低下に歯止めがかかっただ

けであり，１９８０年代の子どもたちと比較

すると，未だに务っているのが現状である。  

 平成２２年度山梨県新体力テスト・健康実

態調査報告書によれば，今後の課題として次

のように述べている。  

 「基礎的な体力要素と比較し，技術や身体

の操作性を伴った運動能力を捉える５０ｍ走，

立ち幅跳び，ボール投げといった項目におい

て依然改善が見られていないことが明らかに

なり，今後の課題として取り上げられるべき

であるといえる。具体的な対応として，児童

生徒が単に運動量（歩数）の確保だけでなく，

多様な動きを経験し，その動きの質を高めて

いくことが必要であると考えられる。したが

って各学校においては，体育・保健体育の授

業の中で，発育発達段階に応じて基本的な動

きを身につけながら，基礎的な技能の向上を

図ることのできるような教材研究や実践のあ

り方を充実することが重要である。①また，

始業前・休み時間・昼休み・放課後において

も，体育・保健体育の授業をもとにして，さ

まざまな遊びや運動に取り組み，ボール・縄・

遊具などの操作および身のこなしが育まれる

ような運動を意図的に行わせる取り組みが必

要である。」  

昨年度，筆者は子どもたちの投動作に着目

し，授業を通じてこの技能が向上する単元を

構想し，実践を行った。本年度はその実践結

果を踏まえ，さらに上記の報告書にある今後

の課題の解決に迫るべき新たな単元を構想し，

授業実践を行っていきたいと考えた。これが

本研究の動機である。  

(2)投動作（技能）の向上について 

 昨年度の実践は，子どもたちのボールを投

げる技能（投動作）の低さに着目し，伊藤博

一（当時，東京大学）の考案した ZERO 真下

投げを単元に組み込んだ授業を計画・実践す

ることによって，子どもたちの投動作の技能

が向上することをねらいとして授業実践を行

った。3 年生を対象に『シュートボール』を

実践したわけであるが，子どもたちの学習カ

ード，授業者の児童観察，参観していただい

た先生方の感想から，児童の投動作の技能が

向上したという成果が得られた。つまり

ZERO 真下投げを授業内に取り入れることの

有効性が実証されたと言える。しかし，これ

はあくまでも授業後の学習カードや感想から

の見取りであり，より信憑性のあるデータの

収集ということが課題として挙がった。本年

度は子どもたちの技能の向上をより明確にし

ていくことを課題として授業実践を進めてい



きたい。ここでいう技能の向上とは，上記の

抜粋資料（平成 22 年度 山梨県新体力テス

ト・健康実態調査報告書）内の下線①にある

ように基礎的な技能の向上と捉えている。

ZERO 真下投げ（＝メンコ投げ）を子どもた

ちが実践することで，ボールを投げる動作が

よりスムーズになり，実際のゲームに生かし，

体を動かすこと，さらには体育学習の楽しさ

を体感することができたら幸いである。技能

の向上を見取る手立てとして，抽出児童を対

象としたＶＴＲによる観察，学習カード（Ｏ

ＰＰ）の活用を基本として子どもたちの変容

を追っていきたいと考えた。  

(3)運動有能感について 

 まず運動有能感について，体育科教育学入

門より抜粋した文章を見ていきたい。  

生涯スポーツと運動有能感【体育科教育学

入門より抜粋】  

 体育の新しい学習指導要領においても，

従来からの目標であった生涯スポーツの

実践者を育成することが示されている。こ

の目標を達成するためには，子どもたちが

運動の基礎技能や知識を獲得するととも

に，運動することが楽しいから運動に参加

するというような，内発的動機づけによる

心的エネルギーを獲得する必要がある。  

 杉原 (1995)や岡澤 (1996)は，内発的動機

づけは運動有能感の高まりによって強め

られると述べている。よって，子どもたち

を生涯スポーツに向かわせるためには運

動有能感を高める必要がある。  

＊動機づけ･･･人間に行動を起こさせ，そ

の行動を持続してある一定の方向に向か

わせる心  

的な過程である。  

＊外発的動機づけ･･･動機によって起こさ

れた行動が，その行動とは独立して外在す

る目標（報酬）を獲得するための手段とな

っている動機づけ。  

＊内発的動機づけ･･･動機によって起こさ

れた行動それ自体が報酬となっている動

機づけ。  

 さらに岡澤ら (1996)は 3 因子から運動有

能感は構成されているとしている。  

運動有能感を構成する３因子  

①自分は運動を上手にできるという自信

である「身体的有能さの認知」  

特徴：自己の運動能力，運動技能に対する

肯定的認知に関する因子  

②努力や練習をすればできるようになる

という自信である「統制感」  

特徴：自己の努力や練習によって，運動を

どの程度コントロールできるかと

いう認知に関する因子  

③教師や学習仲間から受け入れられてい

るという自信である「受容感」  

特徴：教師や仲間から受け入れられている

という認知に関する因子  

（体育科教育学入門 2010）  

体育の学習を進めていくにあたり，子ども

たちが技能を習得したり向上させたりするこ

とはもちろんであるが，精神面でも成長して

いってほしいと筆者は考えている。「自分一人

が楽しめばいい。」「得意な事は真剣に取り組

むが苦手な事はしない。」といった風潮が見ら

れる現代社会において，精神面を向上させる

ことは，意義あることだと筆者は考える。本

研究では，運動有能感に焦点を当て，その向

上が図られるような授業を組み立てていきた

いと考えるが，運動有能感の向上がきっかけ

で，子どもたちの日常生活全体が活気づけば

さらに喜ばしいことである。  

 運動有能感の変容の見取りに関しては，Ｏ

ＰＰ（一枚ポートフォリオ）を活用していき

たいと考える。毎時間ごとに，子どもたちに

運動有能感を構成する３因子を見取る手立て

となる課題を出し，授業後の学習履歴からそ

の課題に迫るような子どもたちの書き取りを

追っていきたい。  

(4)研究の方法 



 勤務校の小学校 5 年生を対象に授業実践を

行う。年度当初に実施する新体力テストのボ

ール投げの記録から投動作が苦手と思われる

児童を抽出し，本単元を通じて，どのように

技能の向上に変化が見られたかをＶＴＲ法を

用いて検証していく。心情面の変容に関して

は，ＯＰＰ（1 枚ポートフォリオ）を活用し

ていく。運動有能感を構成する３因子に関わ

る課題を毎時間子どもたちに提示し，その課

題に対しての記述から変容を見取っていく。

ただし，「身体的有能さの認知」に関しては，

技能面とも関連してくるので，投動作の向上

と絡めた見取りを行っていく。  

 

2 研究内容  

(1)単元構想 

 勤務校の教育過程と照らし合わせて考え

た時，ボールを投げる動作を有する単元は，

二学期の後半に計画されているボール運動

（ゴール型）である。そのボール運動の中で

今年度の授業実践として，フラッグフットボ

ールを取り上げていきたい。フラッグフット

ボールの教材価値を大後戸は次の通りに述べ

ている。 

①フラッグフットボールは，比較的ボール操

作が容易である。パスの投捕技能も作戦に

応じて必要となるが，基本はボールを持っ

て走ることなので，スペースを活用するチ

ャンスを技能に左右されることが尐ない。 

②攻撃と防御が完全に分離しており，攻撃権

がより安定的に確保されるので，攻撃の準

備の可能性が高くなる。また，1 プレイ数

秒で完結し，プレイに入る前の作戦確認や，

作業終了後の検証を行いやすい。よって「仮

説（作戦づくり）→実験（ゲーム）→検証

（ゲーム分析・作戦修正）」という学習の

サイクルを繰り返しながら授業を進めるこ

とができる。 

③一つの作戦を成功させるためには，各ポジ

ション独自の役割が大切となる。よって技 

能の高い子のワンマンプレイによるボールの 

独占という状況が生まれにくい。ボールを持 

たない子の役割の重要性を認識させること 

が，ゲームにおける戦術的課題の解決に直接 

つながるので，誰もが役割意識を持って挑む 

ゲームを期待できる。（大後戸 2005） 

 さらに，高橋は，フラッグフットボールの

教育的意義として，フラッグフットボールは

心と体を一体化する最高のスポーツとしてい

る。高橋は，「学習指導要領体育科の目標の

冒頭に「心と体を一体としてとらえ」と表記

されているように，運動学習は本来「知・徳・

体」を統合した全人的活動です。しかし，そ

のことはあくまでも可能性であって，そのこ

とを確実に実現するには，効果的な教材と方

法を適用する必要があります。その点でフラ

ッグフットボールは，知的な作戦づくり，チ

ーム内の役割行動や協力，巧みな身体能力が

求められる教材です。換言すれば，フラッグ

フットボールは「頭と手足」，「知性と感性」，

「思考と行動」を意図的に統合することが求

められるスポーツです。特に，ほかのスポー

ツに比べて知的な活動がきわめて重要な役割

を果たす運動であり，そのことがフラッグフ

ットボールに他のスポーツにはみられない独

自な教材価値を与えているのです。」と述べ

ている。（日本フラッグフットボール協会） 

投動作はもちろん体を動かすことと作戦を

遂行するための思考やチーム内の協力など，

技能面，精神面ともに向上を図るには最適の

教材として，私はこのフラッグフットボール

を選択し，テーマに迫っていきたい。 

①ＺＥＲＯ真下投げを取り入れた単元計画 

投動作を習得するための方法として筆者は

ＺＥＲＯ真下投げを取り上げる。これまでの

ＺＥＲＯ真下投げの実践はいずれも体つくり

運動の領域内に位置付けられ，直接投動作を

指導する学習には取り入れられていない。そ

こで本研究では,フラッグフットボールの授

業実践において，このＺＥＲＯ真下投げを取



り入れ，ゲーム（１～4 年）・ボール運動（５・

６年）領域と切り離さず，同じ領域内で取り

扱うことによって,投動作技能の向上をねら

う。そして作成した単元計画は表１の通りで

ある。  

②ＺＥＲＯ真下投げについて 

伊藤博一（東京大学）によって考案された

正しい投動作習得のための練習方法である。

上肢投球障害者へのリハビリテーション指導

および投能力向上のトレーニングの一つに真

下投げがある。この真下投げの着足のステッ

プ動作を省略し，初心者向けに開発されたも

のがＺＥＲＯ真下投げである。伊藤氏は，「正

しい投球動作を行うには，身体が十分回転し，

その結果，肩甲骨と腕が正しく配列されなけ

ればならない。肩や肘への負担が減る正しい

投球動作の習得のための練習方法として『め  

んこ』が効果大である」（伊藤 2009）と述べ

ている。ＺＥＲＯ真下投げを習得する段階で

は，このめんこ（コースター）を用いた練習

を取り入れることにした。  

③ＯＰＰについて 

 運動有能感を見取っていく手立てとして

OPP（１枚ポートフォリオ）（図１）を活用

していった。毎時間子どもたちに授業のふり

返りを書かせることで，心情面（技能面）の

変容の変化を追っていった。先述の通り，運

動有能感を構成する因子は３つであることか

表１  

図１  



ら，１時間ごとに一つの因子につながる課題

を子どもたちに提示し，その課題に対しての

記述から変容を読み取っていった。 

 

３ 授業の実践 

（１）オリエンテーション（第１～２時） 

(ｱ)実践の概要 

まず子どもたちにフラッグフットボールと

はどのようなものなのかを理解させるための

ビデオ観賞の時間を設けた。クラスの児童全

員がフラッグフットボールという言葉を初め

て聞いたということで，真剣にビデオを観て

いた。ビデオ鑑賞の後は，めんこ投げを子ど

もたちに体験させた。こちらもこれまで未経

験のものであり，集中して取り組んでいた。

オリエンテーションを終えて，Ａ児は下記の

ように記述した。  

下線部の記

述を，運動有

能感を構成す

る３因子の一

つ『身体的有

能さの認知』

のものと捉え

た。抽出児と

して，今後の

心情の変容を

追うきっかけ

とした。  

（２）第３時から５時の授業から 

(ｱ)実践の概要 

第３時から第５時の授業では，ねらい①を

簡単なルールやマナーを実際に体験しながら

フラッグフットボールを楽しもうとし，実践

していった。第３時はフラッグフットボール

のゲームの進め方を試しのゲームを通して子

どもたちに説明すると同時に投動作習得のた

めの練習をする時間とした。  

(ｲ)第３～４時のＯＰＰから 

 ここでは「投げる・捕る・動く」というこ

とを運動有能感を観察するための課題とした。 

記述から

も身体的有

能さの認知

と統制感の

高まりが読

み取れる。

経験の積み

重ねによっ

て，子ども

の心情の変

化がわかる。 

 

 

 

(ｳ)第５時のＯＰＰから 

 第５時では，子どもたちに提示する課題を

「仲間との協力」とした。３因子全てに関す

る記述を子どもたちに求めることは無理があ

ると考えたからである。この課題は受容感に

相当する。            

下線部に

注目したい。

チームメイ

トに関する

記述がある。

かかわり合

いを通して

受容感が高

まってきて

いることを

読み取るこ

とができる。 

 

(ｴ)第６時のＯＰＰから 

 第６時から，ねらい②として投げること・

捕ること・動くこと，仲間の存在を意識しな

がらフラッグフットボールを楽しもう，とし

た。本時では，子どもたちへの課題を「投げ

る・捕る・動く」に加えて「仲間を生かす・



生かされる」というものにした。これまで学

習してきたことを４５分間の中で活用してい

ってほしいという思いからである。課題を増

やすことで子どもたちが記述することに限界

を感じるかもしれないという思いもあったが， 

本時の結果から，次時は元に戻すことを念頭

に課題を与えた。  

子どもの記述

は左の通りであ

る。身体的有能

さの認知，統制

感に関する記述

が見られた。こ

の言葉から子ど

も自身の中で次

時に向けての新

たな課題が生ま

れている。有能

感の高まりが感

じられる文言で

ある。また，授

業をふり返って本時にタイトルをつけてきて

いるが，この日のタイトルが「仲間を生かす・

生かされる」となっている。課題を意識して

活動していると捉えることができる。  

(ｵ)第７時のＯＰＰから 

 本時からゲーム中心の授業展開とした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまで学んできたことを全て意識しながら

プレイしてほしいという意図からである。全

てのチームが自分たちの作戦を成功させよう

と一生懸命頑張る姿が見られた。OPP からも

受容感，身体的有能さの認知に関わる記述が

見られた。  

（３）単元全体をふり返って 

 抽出児童の OPP への記述から，運動有能

感の向上を見取ってきた。毎時間ごと記述さ

せることで，子どもたちのリアルな心情をう

かがうことができた。その内容からみても高

まりを感じることができるものであり，そう

いった意味からも本単元の取り組みは意義あ

るものであったと言える。  

 これまでの見取りは運動有能感の向上に関

してのものが中心である。技能の向上に関し

てはさほど触れていない。そこで，つぎの

OPP からの記述を見ていただきたい。今回の

OPP では，同じチームメイトからのコメント

も記入させた。  

同じ班の友だちからのコメントからも明ら

かに投動作が向上したという記述が見られる。 

単元構想から実践に至るまで，子どもたち自  

 

 

 

身の言葉から，この実践が有意義なものであ

ったということができる。  

単元構想という言葉を使ったので，ここで

述べさせていただきたい。本研究は投動作と

運動有能感の向上を図るための実践であった



わけだが，学習指導要領が掲げている内容を

無視している訳ではない。系統的なボール運

動の選択例を意識しながら授業を実践してき

ている。次の OPP のコメントからもそのこ

とがうかがえる。  

 

 

 

ボール操作とボールを持たない時の動きも

意識させながら授業を展開した。本単元の経  

験が，バスケットボールなどに生かされるこ

とを期待したい。  

 

 

  

今回，運動有能感を見取る手立てとして OPP

を活用した。この有効性についても述べてみ

たい。単元終了後に保護者からコメントをご

覧頂きたい。  

 学習前より学習後の気持ちが充実している

ということを，子どもが記入したコメントか

ら読み取っている。学習全体を振り返り，そ

の変容を読み取る手段として，今回の実践に

おいてこの OPP を活用したことは大変意義

あるものであった。  

 

３ 考察 

(1)成果 

(ｱ)技能の向上に関わって  

 毎時間，めんこ投げを取り入れた授業を展

開していくことで，投動作の技能は向上した

と言える。今回の実践ではＶＴＲ法を取り入

れて投動作の向上の変化を観察してきた。そ

の一連の記録を抽出児童に見させて，明らか

に変わっている自分というものを見ることが

できた。それは次のコメントからうかがうこ

とができる。  

 

 

 

 

 

 

「体が動いていないとは具体的に言うと」

という質問に対しての答えは次の通りである。 

 

 

 

最後に，投げられるようになったきっかけ

は？という質問に対しての答えは次の通りで

ある。  

 

 

このコメントからも ZERO 真下投げ（めん

こ投げ）が投動作技能向上のきっかけになっ

ているということを見取ることができる。  

また，抽出児童のボール投げの変化からも

技能の向上が見られた。授業前のボール投げ

の記録（５月実施）は９ｍであった。授業後

最 初 は 体 が あ ん ま り 動 い て い な か っ た け

ど，練習した後は，すごい体が動いていま

した。自分が練習している時も，前より遠

くに投げられたり，だんだん高く投げられ

るようになってきたのを感じました。  

棒みたいになっていた。足がすごく開いて

いって，手が大きく動いていた。  

めんこ投げの投げ方や先生のアドバイス  



の記録は１３ｍであった。ＶＴＲの様子から

も明らかに投げ方がきれいになっていた。  

技能面における全体の考察として，ZERO

真下投げを単元に取り入れた授業構想は，子

どもたちの技能向上につながると考えること

ができる。  

(ｲ)運動有能感の向上に関わって 

昨年度の研究から，子どもたちの心情面の

変容を見取る方法について模索してきた。質

問紙を用いた調査も考えたが，ゲームにおい

てその質問紙の回答が勝敗に左右されるので

はないかと考え，今回 OPP を用いて，毎時

間毎の子どもたちの心情の変容を観察した。

OPP のコメント枠内の上段に，本時のタイト

ルをつけさせることで，子どもたちが何に課

題として取り組んだかが一目で分かり，なお

かつ学習履歴の内容から，運動有能感の３因

子に関係する言葉を読み取ることで，変容が

明らかにされた。OPP を活用したことは非常

に有効であった。そして，本単元を通して確

実に運動有能感は向上したということも見取

ることができた。フラッグフットボールとい

う単元が，運動有能感を向上させるのに適し

た教材ということに確かな手応えを実感した。

今後も継続して本単元を実践していきたいと

考える。  

 

４ その他 

 本研究を実践していくにあたり，連携協力

校において，たとえ勤務校とはいえ，あらゆ

る面でご理解とご協力をいただいた。研究授

業に関しては，校長先生，学年主任，研究主

任，他学年の先生方，体育に携わる他校の先

生，さらには指導主事の先生にも参観してい

ただき，研究会においては貴重なご示唆を頂

戴した。勤務校における指導教官である教務

主任の先生には，日程調整から授業観察に至

るまで，あらゆる場面のこちら側のわがまま

を聞いていただき，本当に感謝の気持ちでい

っぱいである。今後も勤務校において，本実

践はもとより教職大学院で学んだことを還元

することで，これまでの恩返しができれば幸

いである。 
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